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           第 1 圖       「 、    X線 廻析の研究に依つて硫酸猛

   の結晶水はSO1イ オンの(=域は水

  分子概 の間に螺 結合酢 つて

   い る こ とが 明 に されて い る,こ れ

 
   らの 結 品 水 の赤 外線 吸 牧 スペ ク ト

   ル は その酸 素 閲 距 離 に韮1慮 した振

   動 スペ ク トル を示 す こ とは既 に そ

   の概 要 を報 告 した(1)その 中CaSO4・

  2H2C汲CdSO4ラ 須 ∫20の 結 品水 は

   ()Hの 倍 振 動 の現 れ る領 域 に1.48μ

   及L55μ の 二 つ の 吸牧 帯 を もつ て

   い る・ これ らの結 晶 水 は い す れ も

 、 同 等 な結 品構…造 を もち(2)酸素 聞距

   離 の 和違 に依 て二 っ の吸 牧 帯 が 現

               れ る もの とは考 え られ ない.こ の

黙 を明 に す る爲 に 偏光 近 赤 外線 の吸 牧 スペ ク トルを 調べ た.試 料 はCtしSO421r20の 天 然 結 晶 を

用 い そのi考開面(OIO)に 光 を直 角 に通 過 せ しめた.偏 光 子 として は ニ コル プ リズ ム を用 い た.

偏 光 面 と結 晶 の 軸 との 聞 の 角度 を攣 えて吸 牧 を調 べ る とce 1圖 に示 す 様 に二 つ の吸 牧 帯 は共 祁

封 強度 を攣 化 す る.圖 に於 て1,巫,m'皿 は夫 々a軸 との 角ee450,卒 行,60。 及100。で あ る.

1,48μは角 受 略35Dの とき強 度 最 大 とな り1三55μは この方 向 と略85Qの 方 向 で 張 鹿最 大 とな る.第2
                  ノ

圖 に結 晶 構 造 の(010)へ の}窒影 を示 した(2).圖 の 四角 形}S( o.tの 四面 艦 を ◎ はiとCaの 重 りを黒

貼 は水 分 子 の0の 位 置 を示 す,鮎 線 は 水 分 子 の結 合 方向 を現 して い る.圏 よ り明 か な様 に1.48μ

最 大 の 方 向(fi)は 水 分 子 の双 極 子 の投 影 の方 向 と略zド行 で あ り1,55μは これ と 略 直 角 の 方 向(m

                    (95)
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で 最 大 とな る き,のと考 え られ る.                          第 2 圃

この結 果 は二 つ の吸 牧 帯 が水 分 子

とOHのBondの 方 向 が 結 晶 分  

析 よ り推 定 きれ て い る通 りで あ る  

こ と示 して い る.        

 以 上 の 様 に偏 光 赤 外 線 の吸 牧 ス  

ベ ク トル を調 べ るこ とは結 晶 水 の  

合 せ用 い る こ とに依 つ て,そ の結

晶構 造 を更 に 明 確 に す る一 つ の手         

段 を あ た え る こ とが 分 つ た.
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        抵 抗 ご蓄 電 器 ご を 使 用 し アこ

        一 登 振 回 路 に 就 て

              岡   谷    旭

 L緒 言 低周波塘巾器の試験用 として正弦波を廣域に亘 り,安 定に喪振するR。C稜 振

器の二 ・三に於て豫備的實験 を行なひ,そ の回路に就て簡軍な計算を行なつて共の特性を明ら

かにした.

 2.回 路  周波数の安定,獲 振信號電巫の 一・ai,使 用眞室管     第1圏

の特性攣化による性能蔓化の除去,廣 周波敏域獲振等の;}岩黙より考       e

へて,ぴ 位和墾換回路(第i圖)を 獲振回路の第1段 の格子側に狩 ち・  R      R

  に績 く2段(一 般 に偶敏段)の増巾暑降に負還元回路を付 した もの     C

が適當 と思 われた.                                 ●

 以上の黙を考慮 して試みた河路を第2圃 及び第3囲 に示す.庇 の

場合臆 す可 き鼎t汲 びc・の糧 のバランス焔 臓 脈 方奄け  f・'ixi
,kic

る獲振に大 きく効いて來 る事.}1 f)の値は非常に鏡拠 二稜振條作に

影響する爲波長切換毎 に遥化する必要がある事・配線 とChassisと の聞の浮遊容量の影響に依

る周波数攣化に件なふ負還元量の攣化を補償する鴬 に,1{v若 しくはRL 1, RL2に 換はる可
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